


付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

２６年度 年度 年度 年度 年度 計

円 円 円 円 円 円

6,890,400 6,890,400

交付金額 6,890,000 6,890,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

注：１ 基金事業の場合には、事業費及び交付金額の欄に、年度ごとの基金造成額（交付金・市
　　　町村費等・その他・運用益・計）、基金処分額及び基金残額についても記載すること。
　　２ 事業の評価に際して第三者機関を活用した場合は、当該第三者機関の名称及び構成員等
　　　を記載すること。

　無

事　　　業　　　評　　　価　　　書

　日出生台演習場関連公共用施設
　（環境衛生施設：ごみ収集車）整備事業

　玖珠町長

　大分県玖珠郡玖珠町大字塚脇

　ごみ収集運搬は、町民の生活になくてはならない重要な業務であり、町車両
4 台を使用し委託契約により業務運用している。
　今回更新するごみ収集車は、購入から８年を経過し、走行距離２０万ｋm を越
え、エンジントラブル、荷箱部分や回転板の摩耗による鉄板圧の減少、長期間
の使用により足回りの安全性が低下しており、今後大きな故障等が発生した場
合に業務に支障を来す恐れがある。

　ごみ収集業務を衛生的で安定的に運用するため、ごみ収集車１台を更新し、
作業の安全性の確保、作業効率の向上を図る。

　ごみ収集車　購入　　　２ｔ車　１台

　平成２６年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

　ごみ収集車１台の更新により、作業の安全性が確保され作業効率が向上し、
ごみ収集業務を衛生的で安定的に運用することができるようになった。

  委託業者より、「ごみ収集車を更新したことにより、エンジントラブル等の不具
合もなく、衛生的で安定的かつ作業の安全性が確保され、作業効率の向上が
図られた。」との報告を得ている。
　また、整備点検及び車両の保全の状況については、事業完了後１年間の車
両整備記録より、適正に整備管理されいることを確認した。
 
　防衛省の交付金により整備したことを、車体の側面に「防衛省特定防衛施設
周辺調整交付金事業」と書入れ、町民へ周知をはかっている。

　無











付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

２６年度 計

円 円 円 円 円 円

36,230,000 36,230,000

交付金額 36,230,000 36,230,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

注：１ 基金事業の場合には、事業費及び交付金額の欄に、年度ごとの基金造成額（交付金・市
　　　町村費等・その他・運用益・計）、基金処分額及び基金残額についても記載すること。
　　２ 事業の評価に際して第三者機関を活用した場合は、当該第三者機関の名称及び構成員等
　　　を記載すること。

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

　本事業で現行ルールに沿ったライン引き直し及び床改修を実施し、体育館の安全な
利用に寄与したことにより、試合や練習等の利用数が増加した。これに伴い平成２７年
度の利用者数は、前年度と比較し大幅に増加している。（約7,000人増加）
　周知の実施については、平成２６年１２月１５日付け自治委員文書にて工事開始の回
覧告知を行い、平成２７年４月１日付け広報誌で工事終了の周知を行った。また体育館
には事業内容のポスターを掲示し周知した。

無

無

始期：平成２６年１２月１９日
終期：平成２７年　３月１０日

既存品より耐久性に優れる鋼製下地に全面交換改修後、フローリングの全面
張替え、ウレタン塗装及びラインの引き直し。

事　　　業　　　評　　　価　　　書

日出生台演習場関連公共用施設（スポーツ又はレクリエーションに関す
る施設：玖珠町Ｂ＆Ｇ海洋センター）整備事業

玖珠町

玖珠町大字四日市

　本体育館は玖珠町の市街地中心部に位置し、年間を通じ、健康づくり・生涯スポーツの拠点と
して多くの町民に利用されている。
　しかし、平成５年６月に開業以来２０年が経過し、床には多数の傷や床鳴り、フローリングの浮き
が生じている。また、各競技のラインはルール改正に伴ったラインに適応していない状況である。
本年度、床点検を専門業者に依頼したところ、鋼製床下地の支持脚部分のボルトや固定ピンの
脱落・緩みが数十か所発見され、安全な利用に支障を来している状況である。
　上記のことから、床を改修することにより、安全かつ現行ルールに沿った体育施設を町民に提
供することを目的とする。
参考指標
　年間平均利用者数：約２５，０００人







付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 計

円 円 円 円 円 円

21,775,000 27,144,000 75,691,000 18,580,000 143,190,000

市町村費等 1,225,000 235,000 1,809,000 0 3,269,000

運用益 0 6,616 12,204 10,068 28,888

計 23,000,000 27,385,616 77,512,204 18,590,068 146,487,888

0 14,020,164 18,505,250 19,191,993 51,717,407

23,000,000 36,365,452 95,372,406 94,770,481

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第三
者機関の活用の有無

注：１ 基金事業の場合には、事業費及び交付金額の欄に、年度ごとの基金造成額（交付金・市
　　　町村費等・その他・運用益・計）、基金処分額及び基金残額についても記載すること。
　　２ 事業の評価に際して第三者機関を活用した場合は、当該第三者機関の名称及び構成員等
　　　を記載すること。

　　無

基金処分額

基金残額

事業費及び交付金額

事　　　業　　　評　　　価　　　書

日出生台演習場関連特定事業（医療に関する事業：玖珠町子ども医療費助
成事業基金）

玖珠町長

玖珠町

玖珠町は子育て支援策として、疾病の早期発見と治療を促進し、子どもの保健の
向上と福祉の増進を図るため、中学生以下の子どもの医療機関受診時、診療報酬
の一部負担金の助成制度を創設された。
このため、玖珠町子ども医療費助成事業基金を設置し、保護者負担への助成金に
充て、子育て世帯の負担軽減を図り、子育て支援に寄与することを目標とする。

 中学生以下の子どもが医療機関を受診した際の一部自己負担額を助成する。

平成２３年度～平成３３年度

基
金
造
成
額

交付金額

　医療費助成事業により、子育て世帯の負担軽減が図られ、子育て支援に寄与す
ることができている。
　平成26年度の医療費助成件数は15,352件となっており、利用者アンケートを実施
したところ、中学生以下の子どもの医療費の一部を本事業で助成することにより、子
育て世代の負担軽減に役立ち子育て支援対策として期待されていることを確認し
た。
　町ＨＰや広報誌への掲載、制度説明資料や町内の全児童生徒に文書を配布す
る等、地域住民へ周知を図ることができた。

　　無


